
１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 19日（火）  

第 9 回 正の数・負の数の減法 教 P28～29 ワーク P8～9 

前回まで加法について学習しました。今日から減法の学習に進みましょう。 

ちなみに減法とは引き算のことですよ！ 

○学  負の数の混じった減法はどのように計算すればよいだろうか？ 

加法を学習したときと同じように考えてみよう。 

 

  (＋9)－(＋3)      ＋9 より+３小さい数 

 

(－5)－(＋7)     –５より＋７小さい数       を求める計算を表している。 

 

(－5)－(－7)         –５より–７小さい数 
 

 ここで，ふり返ってほしいのですが， 

 ＋３小さい は  −３ 大きい としても意味は同じでしたよね。 

 （忘れてしまった人は第６回に戻って学習しましょう。） 

  

ということは， 

(＋9)－(＋3) ＝ (＋9)＋(－3) ＝ ＋6  と計算できます。 

 

同じように， 

(－5)－(＋7) ＝ (－5)＋(－7) ＝ －12    

 (－5)－(－7) ＝ (－5)＋(＋7) ＝ ＋2  と計算できます。 

  このように減法は 加 法に直して計算すればよいということがいえますね。 

  

   正の数・負の数の減法では， 

   ひく数の符号を逆にしてから足す。 

異符号の２数の和→絶対値の大きい方から小さい方

をひいた差に絶対値の大きい符号をつける 

(+𝟗) + (−𝟑) = +(𝟗 − 𝟑) 

同符号の２数の和→絶対値の和に２数と同じ

符号をつける 

(−𝟓) + (−𝟕) = −(𝟓 + 𝟕) 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 １9日（火） 

第 9 回 正の数・負の数の減法 教 P 28〜29  ワーク P8～9 

１ 次の計算をしなさい。技 

①  (＋7)－(＋4)      ②  (＋5)－(＋12)    ③  (＋11)－(＋38) 

＝(＋7)＋(－4)               ＝(＋5)＋(－12)          ＝(＋11)＋(－38) 

＝＋(7－4)                   ＝－(12－5)             ＝－(38－11) 

＝＋3                       ＝－7                  ＝－27 

★２ 次の計算をしなさい。技 

①  (－6)－(＋8)      ②  (－23)－(＋19)    ③  (－48)－(＋22) 

＝(－6)＋(－8)             ＝(－23)＋(－19)         ＝(－48)＋(－22) 

＝－(6＋8)                 ＝－(23＋19)             ＝－(48＋22) 

＝－14                    ＝－42                 ＝－70 

★３ 次の計算をしなさい。技 

①  (＋3)－(－7)      ②  (＋19)－(－8)     ③  (＋24)－(－77) 

＝(＋3)＋(＋7)             ＝(＋19)＋(＋8)          ＝(＋24)＋(＋77) 

＝＋(3＋7)                 ＝＋(19＋8)              ＝＋(24＋77) 

＝＋10                    ＝＋27                 ＝＋101 

★４ 次の計算をしなさい。技 

①  (－9)－(－3)      ②  (－31)－(－7)    ③  (－39)－(－52) 

＝(－9)＋(＋3)             ＝(－31)＋(＋7)          ＝(－39)＋(＋52) 

＝－(9－3)                 ＝－(31－7)              ＝＋(52－39) 

＝－6                     ＝－24                 ＝＋13 

５ 次の計算をしなさい。技 

①  (－13)－(＋6)      ②  (－12)－(－3)     ③  (－42)－(－16) 

＝(－13)＋(－6)             ＝(－12)＋(＋3)         ＝(－42)＋(＋16) 

＝－(13＋6)                 ＝－(12－3)             ＝－(42－16) 

＝－19                     ＝－9                  ＝－26 

 

 

まずは減法を加法に直すこと！ 

そのとき，ひく数の符号を逆にする！ 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 20日（水）  

第 10 回 項を並べた式 教 P30～31 ワーク P10～11 

みなさんは 得失点差 ということばを聞いたことがあるでしょうか？ 

左の表は，2019 年の J リーグの順位表

です。この表から順位がどのように決ま

っているか読み取れますか？ 

勝点が多いほど，順位は上ですがそれ

だけではありません。 

７～９位の３チーム（大阪・神戸・大分）

を見てください。勝点が同じですね。 

 

そこで順位を決めるのが得失点差です。

一番右の列を見てください。 

この数がそうです。同順位では得失点差

が大きい方が上位というわけです。 

では，どのように計算して出されたもの

なのでしょうか。得失点差 というぐらいですから，得点と失点の差です。 
 

つまり，７位のガンバ大阪 の得失点差は 54－48 で計算され，その答えは 6 とい

うことです。 
 

では，ベガルタ仙台の得失点差はどのような式で表されるでしょうか。 

式： 38 – 45              答え -7 

 同じように，他の３チームも得失点差を計算して□に答えを入れましょう。 
 

 ３－５ のように，小さい数から大きい数の差を考えるときは， 

 (＋３)＋(－５)  と考え，＋３と−５の和 と考えれば計算できます。 
 

逆をいえば，今まで（ ）をつけて計算してきた式を（  ）を外して計算するこ

とができるということになります。 

 

 (＋３)＋(－５) ＝３－５＝－２ 

−7 

−24 

−5 

−16 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 20日（水） 

第 10 回 項を並べた式 教 P 30〜31  ワーク P10～11 

★１ 次の計算をしなさい。ただし，一度（  ）を使った式に直してから計算すること。 技 

①   4－5              ②   8－13                 ③  20－34 

  ＝(＋4)＋(－5)               ＝(＋8)＋(－13)             ＝(＋20)＋(－34) 

＝－(5－4)                   ＝－(13－8)                ＝－(34－20) 

＝－1                       ＝－5                     ＝－14 

 

 

④   －3－2            ⑤   －7－29               ⑥  －14＋8 

＝(－3)＋(－2)               ＝(－7)＋(－29)             ＝(－14)＋(＋8) 

＝－(3＋2)                   ＝－(7＋29)                ＝－(14－8) 

＝－5                        ＝－36                    ＝－6 

 

 

２ 次の計算をしなさい。ただし，一度（  ）を使った式に直してから計算すること。 技 

①   1－5－3                        ②   －9＋4－15 

＝(＋1)＋(－5)＋(－3)                      ＝(－9)＋(＋4)＋(－15) 

＝(＋1)＋(－8)                             ＝(＋4)＋(－9)＋(－15) 

＝－7                                     ＝(＋4)＋(－24) 

＝－20 

 

 

③   3－18－5－3＋18 

＝(＋3)＋(－18)＋(－5)＋(－3)＋(＋18) 

＝(＋3)＋(－3)＋(－5)＋(－18)＋(＋18) 

＝－5 

 

 

 

 

 

慣れてきた人は、項を並べた式のまま計算が

できるようにしておくと今後の計算が楽だ

よ！ 

式を見たときに、＋３と−３のように 

足すと０になるペアを見つけること

ができると計算が楽になるよ！ 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 21日（木）  

第 11 回 項を並べた式② 教 P30～31 ワーク P10～11 

前回の学習の続きをします。 
 

      (+𝟕) + (−𝟖) + (−𝟓) + (−𝟗)  ・・・① 
 

この式を（  ）を使わない式に書きかえることはできますか？ 
 

 答えは  

𝟕 −  𝟖 −  𝟓 −  𝟗 
   

です。上と下の式でどの部分がどう変わりましたか？（気づいたことを下に） 

 

 

 
 

 

      (+𝟕) + (+𝟖) + (−𝟓) + (−𝟗)  ・・・① 
 

のように，加法だけの式において +7 , ＋8 , －5 , －9 をこの式の 項
こう

 といいま

す。 項とは，加法だけの式におけるいわばパーツ（部品）のようなものです。 

つまり， 

𝟕 +  𝟖 −  𝟓 −  𝟗 

 

は，①の項だけを並べた式だということができます。 

項だけを並べた式に直す方法は，上に書いてあります。  

 

では，最後に 

(−𝟕) − (−𝟖) + (−𝟓) − (−𝟗) 

 

を項を並べた式にかきかえてみましょう。 

楽勝と思わずに。よく式を見ないと間違えてしまいますからね。 

 

項を並べた式 →  −𝟕 +  𝟖 −  𝟓 +  𝟗 

加法だけの式では，① 加法の記号＋を省略する 

②（  ）を省略する ③ 先頭の数が正の数の場合，正の符号＋を省略する 

ことで，項を並べた式にすることができます。 

まず，この式は加法だけの

式になっていないよね。こ

ういうときは一度、加法だ

けの式に直してから項を見

つけよう。加法だけの式に

直すと 

(−𝟕) + (+𝟖) + (−𝟓) + (+𝟗) 

となるね。先頭が負の数だ

から−７のマイナスはつけ

たままだよ。先頭が正の数

のときのみ、＋を省略でき

るんだ。（先ほどの①の式） 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 21日（木） 

第 11 回 項を並べた式② 教 P 30〜31  ワーク P10～11 

１ ユウスケくんは次の式を項だけを並べた式に直そうとしました。しかし，項を並べた式に 

誤りがあります。誤りを見つけ，正しく直しなさい。見 
 

(−𝟑) + (−𝟗) + (+𝟑) − (−𝟗) 
 

                     =     𝟑 −  𝟗 +   𝟑 − 𝟗 

 

誤り    ① 先頭の −３ の符号 マイナスがなくなってしまっている 

② 最後の –（−９）のところがひき算になっているのに、 

  そのまま項を並べてしまっている 

 

正しい式   −𝟑 − 𝟗 + 𝟑 + 𝟗 
 

２ ユウスケくんは加法や減法の混じった式を計算するときに，何か計算しやすい

方法はないかと考えました。ユウスケくんの解き方から，項を並べた式を計算す

るときに気をつけた方が良いことを書きなさい。 見 
 

     (−𝟒) + (+𝟑) + (−𝟓) − (−𝟕) 
 

    =  (−𝟒) + (+𝟑) + (−𝟓) + (+𝟕) 
 

   =   − 𝟒 +  𝟑 −  𝟓 +  𝟕 
 

   =   𝟑 +  𝟕 − 𝟒 −  𝟓 
 

   =   𝟏𝟎 − 𝟗 
 

   =   𝟏 

★３ 次の計算をしなさい。 技 

①     (+𝟑) + (−𝟓) − (−𝟕) − (+𝟗)     ②   −𝟔 − (−𝟓) + 𝟏𝟐 − (+𝟏𝟏) 

         = (+𝟑) + (−𝟓) + (+𝟕) + (−𝟗)        = −𝟔 + (+𝟓) + 𝟏𝟐 + (−𝟏𝟏) 

         =   𝟑 −  𝟓 +  𝟕 − 𝟗                = −𝟔 + 𝟓 + 𝟏𝟐 − 𝟏𝟏 

         =   𝟑 +  𝟕 − 𝟗 − 𝟓                  =  𝟓 + 𝟏𝟐 − 𝟔 − 𝟏𝟏 

         =   𝟏𝟎 − 𝟏𝟒                               =  𝟏𝟕 − 𝟏𝟕 
         =  −𝟒                                      = 𝟎 

（例） 

・項を並べた式にした後に，正の数の項を前に書

いて，負の数の項を後に並び直した。 

・そうすると，正の数の項どうし，負の数の項ど

うしを計算してから計算するとミスが少なくな

る。 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 22日（金）  

第 12 回 正の数・負の数の乗法 教 P33～34 ワーク P14～15 

 いよいよ次は乗法（かけ算）です。 

 (正の数) × (正の数) はすでに小学校で計算してきました。 

 (負の数) × (正の数) はどう計算すればよいのでしょうか？ 

○学  負の数の混じった乗法はどのように計算すればよいだろうか？ 

Ⅰ (負の数)×(正の数)の計算 
 

例） (－４)×３ を計算しなさい。 
 

この計算を考えるために，かけ算をひとまず足し算に直してみます。 

 ４×３ は ４を３倍するという意味だから，４を３回加えることと同じです。 

ですから， 

          ４ × ３ ＝ ４ + ４ + ４ 
 

このことを利用すると，(―４)×３はどのような式に書きかえられるでしょうか。 

     (－４) × ３  ＝ (－4)＋(－4)＋(－4) ＝ －12  

つまり，(負の数)×(正の数)＝( 負 の数) になることがわかります。 
 

Ⅱ (正の数)×(負の数)の計算 
 

例） (＋４)×(－３) を計算しなさい。 

右の式を見てください。－４にかける数を１ずつ 

小さくしていきます。すると積はどうなっているで 

しょうか。 

 

 

このことを利用すると， 

(＋４)×(－３) ＝  －12  

つまり，(正の数)×(負の数)＝( 負 の数) になることがわかります。 
 

     (負の数)×(正の数)  (正の数)×(負の数)  の計算 

  → 絶対値の積に負の符号をつける 

   (＋5)×(－6)＝－(5×6)＝－30    (－4)×(＋8)＝－(4×8)＝－32 

(+4) × (+3) = +12 

(+4) × (+2) =  +8 

(+4) × (+1) =  +4 

(+4) ×   0 =   0 

(+4) × (−1) = 

(+4) × (−2) = 

(+4) × (−3) = 

−４ 

−8 

−12 

−４ 

−４ 

−４ 

−４ 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 22日（金） 

第 12 回 正の数・負の数の乗法 教 P 33〜34  ワーク P14～15 

★１ 次の計算をしなさい。技 

①  (－3)×(＋2)      ②  (－7)×(＋5)      ③   (－14)×6 

＝－(3×2)                 ＝－(7×5)                 ＝－(14×6) 

＝－6                      ＝－35                    ＝－84 

 

 

 

④  (－9)×12             ⑤  (－11)×23           ⑥  (－28)×13 

＝－(9×12)                ＝－(11×23)               ＝－(28×13) 

＝－108                    ＝－253                   ＝－364 

 

 

 

★２ 次の計算をしなさい。技 

 

①  (＋8)×(－6)      ②  (－4)×(＋7)      ③  －21×5 

＝－(8×6)                 ＝－(4×7)                 ＝－(21×5) 

＝－48                     ＝－28                    ＝－105 

 

 

 

④  －13×(－8)       ⑤   －16×17        ⑥  －25×16 

＝＋(13×8)                 ＝－(16×17)            ＝－(25×16) 

＝＋104                     ＝－272                 ＝－400 

 

 

 

 

異符号の２数の積 

→絶対値の積に負の符号をつける 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 25日（月）  

第 13 回 正の数・負の数の乗法② 教 P35 ワーク P14～15 

 (負の数) × (正の数) や  (正の数) × (負の数) の計算は前回学習しまし

た。では，負の数どうしをかけるとどうなるのでしょうか？ 

○学  負の数どうしの乗法はどのように計算すればよいだろうか？ 

Ⅲ (負の数)×(負の数)の計算 

 

例） (－４)×(－３) を計算しなさい。 

前回と同じように，－４にかける数を１ずつ小さく 

していきます。 

 前回学んだ知識も使って求めてみましょう。 

 

 

このことを利用すると， 

(－４)×(－３) ＝  ＋12  

つまり，(負の数)×(負の数)＝( 正 の数) になることがわかります。 

 

     (負の数)×(負の数)  の計算 

→ 絶対値の積に正の符号をつける 

     (－5)×(－6)＝＋(5×6)＝30 

 

 

これまでのことをまとめると，積の符号について次のことがいえます。 

－ × ＋ ＝ － 

＋ × － ＝ － 

－ × － ＝ ＋ 

ちなみに，０に何をかけても答えは０でしたね。 

 

 ですから，０×（負の数）＝ ０  （負の数）× ０ ＝ ０  です。 

 間違えないように！！ 

(−4) × (+3) = 

(−4) × (+2) = 

(−4) × (+1) = 

(−4) ×  0     0 

(−4) × (−1) = 

(−4) × (−2) = 

(−4) × (−3) = 

+４ 

+8 

+12 

−12 

−8 

−4 

+４ 

+４ 

+４ 

+４ 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 25日（月） 

第 13 回 正の数・負の数の乗法② 教 P 35  ワーク P14～15 

★１ 次の計算をしなさい。技 

①  (－6)×(－3)      ②  (－2)×(－7)      ③  (－10)×(－4)    

＝＋(6×3)                 ＝＋(2×7)                 ＝＋(10×4) 

＝＋18                     ＝＋14                    ＝＋40 

 

 

④  (－15)×(－4)      ⑤  (－23)×(－4)      ⑥  (－84)×(－9)    

＝＋(15×4)                ＝＋(23×4)               ＝＋(84×9) 

＝＋60                     ＝＋92                    ＝＋756 

 

 

⑦  (－18)×0          ⑧   0×(－34)      

  = 0                     = 0 

 

 

★２ 次の計算をしなさい。技 

 

①  (－12)×6         ②  (－10)×(－10)     ③  25×(－3)    

＝－(12×6)                ＝＋(10×10)              ＝－(25×3) 

＝－72                     ＝＋100                   ＝－75 

 

 

 

④  (－19)×(－9)      ⑤  (－22)×(－13)      ⑥  (－80)×0    

＝＋(19×9)                ＝＋(22×13)                ＝ 0 

＝＋171                    ＝＋286 

 

 

 

同符号の２数の積 

→絶対値の積に正の符号をつける 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 26日（火）  

第 14 回 正の数・負の数の除法 教 P36～37 ワーク P14～15 
 

 乗法の計算の仕方は分かってきたかな？ 

では，負の数を含む除法はどうだろう？ この学習ですべての計算ができるように

なるよ！頑張れ！！ 

○学  負の数を含む除法はどのように計算すればよいだろうか？ 

 かけ算が分かれば，実は割り算は簡単なのです。 

 例えば， 

  ６ ÷ ２ ＝ □        の □ を求めることは， 

 □ × ２ ＝ ６    の □ を求めることと同じですよね。 
  

 ということは次の計算の答えはどうなるでしょうか？ 

   (－6) ÷ 2   ＝ －3  

 6 ÷ (－2)   ＝ －3  

(－6)÷(－2) ＝ ＋3  

 

 計算して分かったように，わり算とかけ算では答えの符号の考え方は同じなの 

です。 

－ ÷ ＋ ＝ － 

＋ ÷ － ＝ － 

－ ÷ － ＝ ＋ 

 

(負の数)÷(負の数)  (正の数)÷(負の数) の計算 

→ 絶対値の商に負の符号をつける 

(－30)÷(＋6)＝－(30÷6)＝－5 

(＋20)÷(－5)＝－(20÷5)＝－4 

(負の数)÷(負の数)  の計算 

→ 絶対値の商に正の符号をつける 

     (－30)÷(－6)＝＋(30÷6)＝5 

(-6)÷2＝□ の□を求めるために、 

□×２＝−６ に直して考えると分かりやすいね。 

6÷(-2)＝□  

□×(-２)＝６  
(-6)÷(-2)＝□  

□×(-２)＝-６  



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 26日（火） 

第 14 回 正の数・負の数の除法 教 P 36〜37  ワーク P14～15 

★１ 次の計算をしなさい。技 

①  (＋4)÷(－2)      ②  (－9)÷(＋3)      ③  (－18)÷9 

＝－(4÷2)                 ＝－(9÷3)                ＝－(18÷9) 

＝－2                      ＝－3                    ＝－2 

 

 

 

 

④   21÷(－3)       ⑤  (－12)÷12        ⑥  (－54)÷6 

＝－(21÷3)                 ＝－(12÷12)             ＝－(54÷6) 

＝－7                      ＝－1                    ＝－9 

 

 

 

 

⑦  (－20)÷(－5)         ⑧  (－15)÷(－21)        ⑨  (－45)÷(－60) 

＝＋(20÷5)               ＝＋(15÷21)               ＝＋(45÷60) 

   ＝＋4                     ＝ +
15

21
= +

5

7
               = +

45

60
= +

3

4
 

 

 

 

 

⑩    0÷(－3)           ⑪  0÷(－16) 

    = 0                   = 0 

 

 

 

 

 

0÷● のように、 

０を何でわっても、答えは０です。 

わる数が負の数になっても同じです。 

● ÷ ■ =
●

■
 でしたね！ 

わり算は小数に直すのではなく必ず表せる分数のかたちに直すのがポイントです！ 

⚠️約分注意！！ 

⚠️約分注意！！ 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 27日（水）  

第 15 回 累乗の計算 指数 教 P42 ワーク P20 

長さの単位をｃｍ（センチメートル）とすると， 

面積を表す単位は㎠ (平方センチメートル)，体積を表す単位は㎤ (立方センチメートル)です。 

  

 

 

 

 では，㎠ と ㎤ の 2 や 3 は一体何を表しているのだろう？ 

 長さ（cm）を２回かけることで面積（㎠）を求めている… 

 つまり，cm × cm ＝ ㎠ ではないか と考えた人、勘が鋭いですね。 

 その通りです。 

ということは，cm × cm × cm ＝ ㎤ ということも納得ですね。 
 

数においてもいくつかの数の積を次のように表すことがあります。 
  

𝟓 × 𝟓 = 𝟓𝟐      𝟒 × 𝟒 × 𝟒 = 𝟒𝟑 

 つまり，計算すると 

𝟓𝟐 = 𝟐𝟓           𝟒𝟑 = 𝟔𝟒 
 

  このように，同じ数を何回かかけ合わせることを累乗という。 

𝟓𝟐 = 𝟓 × 𝟓 
 

                              指数…その数を何回かけたかを表す数のこと 

∗  𝟓𝟐のことを ５の２乗 といいます。 
 

 ○学  累乗の計算はどのように行えばよいだろうか。 

 では，少しレベルを上げます。 
  

 (−𝟐)𝟒  を計算すると答えはどうなるでしょうか？ 
 

 (−𝟐)𝟒 は (−𝟐) を４回かけ合わせる という意味だから… 
 

 (−𝟐)𝟒 =  (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐)    =  𝟏𝟔 
 

 できたかな？ 答えは第 16 回をみても確認できるよ。 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 5月 27日（水） 

第 15 回 累乗の計算 指数 教 P 42  ワーク P20 

★１ 次の計算をしなさい。(必ず途中式を入れること)  技 

  ①      62                    ②      53                 ③      26 

  = 𝟔 × 𝟔                 = 𝟓 × 𝟓 × 𝟓           = 𝟐 × 𝟐 × 𝟐 × 𝟐 × 𝟐 × 𝟐 

  = 𝟑𝟔                  = 𝟏𝟐𝟓               = 𝟔𝟒 

 

 

 

  ④      102                  ⑤      44                   ⑥      93 

   = 𝟏𝟎 × 𝟏𝟎             = 𝟒 × 𝟒 × 𝟒 × 𝟒        = 𝟗 × 𝟗 × 𝟗 

   = 𝟏𝟎𝟎               = 𝟐𝟓𝟔              = 𝟕𝟐𝟗 

 

  ⑦      (−6)2                ⑧      (−5)2                ⑨      (−2)6 

  = (−𝟔) ×  (−𝟔)        = (−𝟓) × (−𝟓)          = (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐) 

                          × (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐) 

   = 𝟑𝟔                 = 𝟐𝟓                  = 𝟔𝟒 

 

  ⑩      (−1)3                ⑪      (−3)3                ⑫      (−0.5)2 

  = (−𝟏) × (−𝟏) × (−𝟏)    = (−𝟑) × (−𝟑) × (−𝟑)    = (−𝟎. 𝟓) × (−𝟎. 𝟓) 

  = −𝟏                  = −𝟐𝟕                 = 𝟎. 𝟐𝟓 

 

 

 

𝟔𝟐 = 𝟔 × 𝟐 

としてしまうミス注意⚠️ 

𝟎. 𝟓 × 𝟎. 𝟓 = 𝟐. 𝟓 

としてしまうミス注意⚠️ 



１学年 数学    第１章 正の数・負の数 

学習日： 5月 28日（木）  

第 16 回 累乗の計算 指数② 教 P42 ワーク P20 

さて，５月の課題も終わりが近づいてきましたね。ここまで来たらあと一息。頑張

りましょう。 

前回，次のような累乗の計算をしましたね。 

 (−𝟐)𝟒 = (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐) = 𝟏𝟔  

   

 (−𝟐)𝟒 = (−𝟐) × 𝟒 = −𝟖    

  これは一番やってはいけない間違いです。気をつけてくださいね。 

 

 さて，今回は(−𝟐)𝟒に似た累乗の計算です。 
 

  −𝟐𝟒  =  ? 
   

  先ほどの累乗と比べて（ ）がありませんね。（ ）がないと計算はどのようにな

るのでしょうか。 

 

○学  (−𝟐)𝟐と−𝟐𝟐の計算はどう違うのだろうか？ 

 

次の図を見てください。 

 

  −𝟐𝟒 
 

今回の場合，４回かけるものは ２だけでよい という意味になります。 

 つまり，マイナスはおいておき， 

  −𝟐𝟒  = −(𝟐 × 𝟐 × 𝟐 × 𝟐) 
 

                                = −𝟏𝟔 

 ということで， 

(−𝟐)𝟒 と    −𝟐𝟒 では指数が指し示している数が違う 
  

ということを覚えておきましょう。 
 

 さて，ここまでよく頑張りました。みなさんの予習の役に少しでも立っていれば幸いです。ここから先は授業

で…と思っています。まだどうなるか分かりませんが，数学の学習はこれからも続いていきます。分からない部

分もあったかと思うので、その時はどんどん質問してください。学校で会えるのを楽しみにしています！ 



第１章 正の数・負の数 演習問題     学習日 ５月 28日（木） 

第 16 回 累乗の計算 指数② 教 P 42  ワーク P20 

★１ 次の計算をしなさい。(必ず途中式を入れること)  技 

  ①      −32                   ②      (−2)3               ③      (−3)2 

   = −(𝟑 × 𝟑)             = (−𝟐) × (−𝟐) × (−𝟐)    = (−𝟑) × (−𝟑) 

   = −𝟗              = −𝟖                  = +𝟗 

 

 

 

 

 

  ④      −53                  ⑤      (−10)3            ⑥      −0.52 

   = −(𝟓 × 𝟓 × 𝟓)        = (−𝟏𝟎) × (−𝟏𝟎) × (−𝟏𝟎)  = −(𝟎. 𝟓 × 𝟎. 𝟓) 

   = −𝟏𝟐𝟓             = −𝟏𝟎𝟎𝟎             = −𝟎. 𝟐𝟓 

 

  ⑦      −42 × (−4)2           ⑧      (−62) ÷ (−2)2     

= −(𝟒 × 𝟒) × (−𝟒) × (−𝟒)   = {−(𝟔 × 𝟔)} ÷ {(−𝟐) × (−𝟐)}       

= −𝟏𝟔 × 𝟏𝟔               = (−𝟑𝟔) ÷ 𝟒 

= −𝟐𝟓𝟔                  = −𝟗 

 

 

何を２乗するのかを（ ）があるとき

とないときで見分けることができるよ

うにしよう！ 

このように，（ ）がない２乗の計算では

直前の ３ だけを２乗すればよい！ 

このように，（ ）がある累乗の計算では 

（  ）の中の数を２乗すればよい！ 

まず累乗の計算からしっかり行いましょう。

累乗の計算がすんだら、次の計算に進みま

す。 


